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[bookmark: _GoBack]この度は教材をご購入いただき、ありがとうございます。
不具合やご質問がありましたら、ブログやツイッターでメールをしてくだされば、
対応させていただきます。

◆教材の目的：音韻ループ、聴覚性注意能力、聴覚性把持力などの向上

◆教材の特徴
　・非失語症者向けに、単音と算用数字を用いた聴覚的なクロスワード課題を作成した
　・失語症者向けに、名詞絵と漢数字を用いた聴覚的なクロスワード課題を作成した
　・問題数は１０問、レベルは５段階である
　・提示速度や解答時間を速くさせることで、レベルを上げている
　
◆実施方法
　・準備物：パワポ教材、解答用紙、筆記用具
　・施行手順
　　①　聞こえてきた音に合う平仮名を解答用紙に書くように指示

　　②　パワポ教材レベル１からスライドショーを開始にて課題を始める

　　③　レベル１について行けない場合には、
　　　ST音読用提示文をセラピストが読み、解答していただく

　　③´STが読む場合には、スライドショーにはせずに実施
